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srxy  が不動直線であるとする。このとき、 
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は srxy  上にあり、 
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任意の t について成立するためには、
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今、原点を通らない不動直線について考えるので、 0s とすると、⑤より 1 dbr で、 
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したがって、④も成立するから、 sx
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は不動直線であり、 sは任意である。 

ii) 0b のとき、⑤より 1d 。このとき③も成立し、④より cra  )1( となる。 
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A となり、任意の sr, について srxy  は不動直線である。 

 

以上により、いずれにしても原点を通らない不動直線が存在する。(証明終) 


